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＜あらまし＞ 過去地震により被災した大学の事例や大学の管理職へのインタビューから，大

学職員が「安全確保」や「安否確認」を確実に行うことの重要性や既存の教育訓練の有効性，

参加者の当事者意識への疑問が確認できた．そこで本研究では，大学が整備しているマニュア

ルや防災訓練との関連性を意識しながら，大学職員の安全確保や安否確認行動を促す防災 eラ
ーニングの枠組みについて設計を行った． 
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1. はじめに 

防災基本計画(中央防災会議 2023)では，災
害時の企業の果たす役割として，「生命の安全

確保」，「二次災害の防止」，「事業の継続」，「地

域貢献・地域との共生」が挙げられ，企業は

これらの役割を十分に認識し，防災活動の推

進に努めるものとされている．大学において

も一事業体として、企業と同様に体制の整備

や教育訓練の実施が求められる． 
しかし，近年地震により被災した大学の記

録では，「職員内に被災者が発生すると，業務

を遂行できる人がいなくなってしまう」(東北
大学 2013)，「学生，教職員の安否確認につい
ては，学生，教職員各人から大学に連絡する

という方法は全く機能しなかった」(熊本大学
2017)など，事業継続や安全確保，安否確認に
関する課題が挙げられている． 
また，2024 年 5月に筆者が勤務する A 大

学の総務部長にインタビューを行った際にも，

身を守る行動や安否確認メールへの返信など，

安全確保や安否確認に関する事項が職員に徹

底してほしい行動として挙げられていた．一

方で，災害時に備えて訓練は行っているが，

その有効性や，参加者の当事者意識について

は疑問があると語られた． 
 
2. 研究の目的 

 本研究では，過去の事例やインタビューで

言及された，災害時の「安全確保」と「安否

確認」に注目し，大学職員にそれらの行動を

促す防災教育の枠組みを設計することを目的

とする．また，大学においてはキャンパスや

建が離れている物ことが多く，一か所に集ま

って学習する機会を作ることが難しい場合も

あり，eラーニングを活用することとした． 
 
3. 防災 eラーニングの枠組み設計 

3.1．学習目標の検討 

 事業継続を実効性のあるものとするために

は，「各々に求められる役割等について習得さ

せ，認識や理解を高める教育を行い，さらに，

訓練を実施する必要がある」(内閣府 2023)．  
このことから，A大学で既に整備されてい
る災害対策マニュアルや防災訓練の内容(表
1)と関連させることを念頭に，学習目標を「地
震発生時に身の安全を確保し，避難すること

ができる」「職場や家族と安否情報の共有がで

きる」の 2つとした． 
家族との安否確認については，A大学では
現在推進されていないが，横田ら(2022)は，
企業の事業継続計画と従業員の家庭の安心安

全の両方が揃って事業継続計画が機能すると

主張している．また，大地震に備えて家族の

安否確認の方法などを決めている割合は，未

だ 14.9%(内閣府 2022)であることから，今回
の防災 eラーニングでは，家族との間でも安
否確認できるようになることを目標とした． 
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表 1 災害対策マニュアルと防災訓練の内容 

 内容 (抜粋) 

災害対策 
マニュアル 

・（地震発生時）身の守り方 
・二次災害の防止 
・避難行動 
・火災時の消火，避難 
・安否確認メールの回答 
・災害対策諸活動への従事 

防災訓練 

・地震発生，安全確保 
・避難行動 
・自衛消防組織による，現場

対応(消火，救助活動等) 
・安否確認メールの回答 

 

3.2．防災 eラーニングの枠組み 

渥美(2016)は，専門家から一方的に教育さ
れるのではなく，市民が自身の文脈で専門知

識を解釈し，活用していく防災教育への修正

を指摘している．このことから，単に知識を

得るだけでなく，職場や家庭など学習者の文

脈に学習内容を落とし込み，実践できるよう

なコンテンツとする必要があると考えた．そ

こで，種々の IDモデルや理論の方略(鈴木ら
2011)を参考にして，防災 eラーニングの枠組
みを図 1のとおり設計した． 
安全確保や避難行動，安否確認については，

マニュアルや日々の職場の取り組みの内容を

交えて学習し，その習得をテストにより確認，

訓練で実践するという流れにすることで，既

存の訓練の有効性を高めることを狙った． 
また，家族との安否確認方法をワークシー

トなどにより学習者の文脈で検討することを

取り入れた．家族にはたらきかける現実への

統合も目指しており，その過程が学習者の災

害に対する当事者意識を高めることにも繋が

ると考えている． 
 
4．今後の計画と課題 

 今後は，設計した防災 eラーニングの枠組
みについて，想定される学習者である防災担

当以外の大学職員への意見聴取や専門家によ

る評価を行い，より妥当性の高いものとして

いく．さらに，協力者を募り実践し，その有

効性を検証する． 
また，地震という，いつ起こるかわからな

い事象に対し，現実的な問題として学習者に

捉えてもらうためにどのようにはたらきかけ

るか，より詳細な検討が必要である． 
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図 1 防災 eラーニングの枠組み 

㻙㻌㻝㻡㻜㻌㻙

㻝㻙㻸㻢㻝㻜㻙㻜㻝㻞㻞㻜㻞㻠ᖺ㻥᭶㻣᪥㸦ᅵ㸧㻝㻜㻦㻜㻜㻌ࠥ㻌㻝㻜㻦㻡㻜


